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1は じめ に

201 0年 5月 21日 、政府の知的財産戦略本部 (本部

長 ,鳩山由紀夫内閣総理大巨)は 、「知的財産推進計画

201 9 J (以 下、「知財推進計画 201 0」とい う。)を 策定

し発表 した。ll今回の 「知財推進計画 201 0 Jで は、過

去の計画の延長線上ではなく、今後の我が国の産業擁

争力強化のための中枢に本計画を位置づけ、政府の「新

成長戦略Jと 運動 して、科学技術政策、情報通信政策

といつた各分野の戦略 と一体化 して本計画を推進する、

との基本認識が示されている。また、我が国の優れた

技術力を国際的な産業競争力強化に結び付けるために

は、戦略的な国際標準化の速得 と活用を含む、総合的

な知的財産マネジメン トが必要であることが述べ られ

ている.本 発表では、上記 r知財推進計画 201 0 J策定

経緯及びその概要を説明し、その中でも、特に、我が

国の 「標準化政策」に関わる論点について詳述する。

2「 知 的財 産推 進 計画 」 の沿車

200 2年、我が国産業の国際競争力を強化 し経済活性

化を推進するため、研究 治u造活動の成果を知的財産

として戦略的に保護 活 用することの重要性に携み、

我が国として知的財産戦略を続立 し、必要な政策を強

力に進めていく目的で 「知的財産戦略会議Jレ〕が政府

により開催 され、200 3年 3月 に 「知的財産基本法Jが

施行、「知的財産戦略本部Jが 内閣に設置 された。口]

そ して同年 7月 に 「知的財産の創造、保護及び活用に

関する推進計画」が策定されたのである。“】本計画で

は、知的財産の活用分野における政策 として、「知的財

産の戦略的活用の支援Jと 同時に 「国際標準化活動の

支援Jも 重要な柱 として掲げられた。

200 3年以降、現在に至るまで 「知的財産推進計画J

は毎年策定 発 表されてお り、その内容には、国際標

準化活動の重要性が例年繊 り込まれている。特に、200 6

年 12月には、我が国の 「国際標準化参画 100年Jに 併

せて 「次なる 109年に向けて」と題 し、「国際標準総合

戦略Jあミ知的財産戦略本部より発表 された。い]そこで

は、①産業界の意識改革 国 際標準化への取組強化、

②国全体の国際標準化活動の強化、③国際標準大材の

育成を図る ④ アジア諸外国との連携強化、⑥国際標

準化のための公正なルール作 りに貢献、とい う5つ の

戦略が掲げられている。

3「 知的財産推進計画 2010」策定の経緯
2 0 1 0年 5月 21日 に策定された「知財推進計画 201 0 J

は、政権交代 した後の民主党政権が初めて示 した知的

財産政策の具体的なアクションプランであ り、201 0年

6月 18日に政府から発表された 「新成長戦略」Ⅲlと連

動 して、科学技術政策、情報通信政策 といつた各分野

の戦略と一体化 してスピー ド感を持つて推進するもの

であるとの基本認識が本計画の中で示 されている。

今回の 「知財推進計画 201 0 Jは以下のような体制に

より策定が行われた。まず、201 0年 1～2月 に 新 た

な 「知的財産推進計画 (仮称)」の策定に向けた意見募

集が行われた後、内閣の 「知的財産戦略本部」のもと

に 「知的財産による競争力3査化 国 際標準化専円調査

会J(委 員 20名から構成、全 8口 開催)及 び 「ヨンテ

ンツ強化専F5調査会」 (委員 12名から構成、全 7回 開

催)と い う2つ の専門調査会が設置 され、その中で知

財推進計画に盛 り込むべき事項について 201 0年 2～5

月にかけて議論が行われた。そ して、 2つ の専門調査

会から 「知的財産推進計画に盛 り込むべき事項につい

てJの 報告書が発表され そ の内容に基づき 「知的財

産戦略本部」において 3月 に 「知的財産推進計画骨

子J、5月 に 「知的財産推進計画 201 0 Jが本部決定され

たのである。

4「知的財産推進計画 2010」の概要
「知的財産推進計画 201 0」は、 Iは じめに、Ⅱ基本

認識、I13つ の戦略及び重点施策、W分 野別戦略、V

工程表、で構成 されている。

41は じめに

「知的財産推進計画 201 0 Jで は、膏頭において、我

が国?有 する潜在力 (国民に広 く行き渡つた教育、多

分野で最先端を走る科学技術、クールジャパンと呼ば

れるコンテンツ等)を 最大限に発揮することにより、



競争力を強化 し国内市場を活性化 して、経済成長を達

成できるのではないか、と述ぺ そ の際に、「国際標準

や知的財産の活用J(人 材育成、イノペーション創出、

国際標準の獲得、グローバルな事業展開のための戦略)
が必須であることを挙げている。その実現のために、

政府の 「新成長戦略Jと 運動 した 「知的財産推進計画

201 0」 を策定するとともに、産業界 大 学、政府

等の関係者が一九となって、ォールジャパンで本計画

に取 り組むべきであると述べている。

42基 本認議

「基本認識」として、①我が国の技術力は世界最高

水準だが、必ず しも我が国産業の国際競争力に結び付
いていない点、国際競争力が、医れた技術を前提 とし

ながらも、「画期的なビジネスモデルや戦略的な国際

標準化等の総合的な知的財産マネジメン トJに 依存す

るようになつた点、「知を使 う知Jの競争が激 しくなっ

てきた点。② 「戦略的な国際標準の獲得と活用Jに は

米国 EUの みならず、中国 イ ン ド等の新興日を巻

き込んだ戦略的な展開が必要な点、③ 「環境 エ ネル

ギー (グリーン イ ノベーション)J及 び f医療 介 護

(ライフ イ ノベーション)の 特定戦略分野において

Hjt略的な国際標準の獲得や知財の活用を推進 し、イノ
ベーション創出岨害要因を解消 して、オールジャパン

で国際競争力向上のための戦略を推進すべき点、④我

が日の持つ 「文化力 (表現力)Jを 、デジタルコンテン

ツの重要性の高まりも踏まえて、成長産業 として国際

展開を推進 していくぺきである点、⑤個別産業政策を

支えるべく 産 業横断的な施策 として人材育成、如財

制度の改善、産学官がイノベーションを創出して共創

する場の構築を実行すべき点、⑥過去の計画の延長線

上ではなく、今後の我が国の産業競争力強化のための

中枢に本計画を位置づけ、政府の 「新成長戦略Jと 連

動 して、科学技術政策、情報通信政策 といった各分野

の戦略 と一体化 して本計画を推進すべき末、以上 6点

を示 している。

433つ の戦略及び重点施策

「知財推進計面 201 0 Jでは 3つ の戦略及び重点施策

と成果イメージを掲げている。 3つ の戦略としては、

①国際標準化特定戦略分野における国際標準の獲得を

通 じた競争力強化、②ヨンテンツ強化を核 とした成長

戦略の推進、③知的財産の産業検断的な強化策が挙げ

られている。「国際標準の獲得を通 じた競争力強化Jが、

このように大きな柱の 1つ として位置づけられたこと

は 従 来の知財推進計画には見られなかったことであ

り注目すべき点といえる。

44分 野別機略

「分野別戦略Jと しては、以下のような内容を掲げ

ている。

4 4 1国 際標準化特定戦略分野における国際標準の褒

得を通した競争力強化

①技術動向、市場動向、我が国の特長を勘案 し、国際

標準化特定戦略分野について、標準化ロー ドマップを

含む知的財産マネジメントを核とした競争力強化戦略
を策定 実 行するとともに、その基盤 となる施策を充

実する。

442ヨ ンテンツ強化を核とした成長戦略の推進

①コンテンツを核として海外から利益が入る仕組みを

構築する。

②海外からも優秀な人材が集まる魅力的な 「本場Jを
形成する。

③世界をリー ドするコンテンツのデジタル化 ネ ット
ワーク化を促進する。

443知 的財産の産業横断的な強化策

①ベンチャー 中 小企業や地域における知的財産の活
用を促進 し、国内のみならず世界でも通用する事業を

生み出す。

②産学官共槍u力を世界最高水準に引き上げる。

③オープン イ ノベーションヘの対応を含め、イノベ
ーションをカロ速するインフラを整備する。

④ほコス トかつ効率的にグローバルな権利取得と保護
を可能とする国際知財システムを構築する。

S「 知的財産推進計画 2010Jに お ける標 準化政

策
「知的財産推進計画 2010」における標準化に関する施

策について述べる。本計画における3つ の戦略の 1つ

として、「国際標準化特定戦略分野における国際標準
の獲得を通じた競争力強化Jが 掌げられているが、そ
の中での重点抵策 としては下記の内容が掲げられてい

る。

S l重 点施策

①今後 世 界的な成長が期待 され、我が国が優れた技

術を有する産業分野を 「国際標準化特定戦略分野」 と

して連択と集中を行い、ます注力すべき 7分 野につい

て、国際競争力強化につながる国際標準の獲得や知財

活用を行 うための知的財産マネジメン トを推進する。
<国 際標準化特定戦略分野 >

(1 )先端医療 (iP s細胞、グノム、先端医療機器)

(2 )水、(3)次世代 自動車、(4)鉄道 (5 )エネルギーマネ

ジメン ト (スマー トグリッド、創エネ ・省エネ技術、

畜電池、(6)コンテンツメディア (クラツ ド、 3D、 デ

ジタルサイネージ、次世代プラクザ)(7 )ロボッ ト

②国際標準化特定戦略分野における標準化 ロー ドマッ

プを含む競争力強化戦略をオール  ジ ャパンで 201 0

年度中に策定 し、逐次速やかに実行する。また、米国

EUの みならず、アジア諸国と連携 し、国際標準獲得

に寄与する戦略的なパー トナーシップのもとで共同研



究開発プログラムを 201 0年 度中に策定する。

③ これまでのデジュール標準に限定した支援のみなら

ず 我 が国産業の競争力強化に資するフォーラム標準

も含めた国際標準化活動を総合的に支援する。

④国際標準化特定戦略分野を中心に、国際競争力を持

ち得る事業の経営層を対象に、国際標準戦略を含む知

的財産マネジメン トヘの意識改革 と取組みを全社的に

強化するための啓発を行 う。また、有力な事業を対象

に個別祭件ベースでの相談 京援を積極的に展開する。
52成 果イメージ及び 目標指標

上記 4つ の重末施策 を実施 した後の成果イ メー ジ

(20 2 0年)としては、「研究開発 事 業化戦略と連携 した

戦略的な国際標準化の推進や知的財産権の獲得 活 用

を通 じて、国際標準化特定戦略分野において世界市場

を獲得する」 と記載されている。

また、日標指標 (20 2 9年)と しては、O国 際標準化特

定戦略分野において 標 準化 ロー ドマップを含む知的

財産マネジメン トを核 とした競争力強化戦略を策定

実行する。②国際標準化機関で議長や主査になり得る

実力を有 した国際標準化活動の専門家を若手を中心に

育成する。 (80 0人)③国際標準化機関における幹草国

引受け件数を増加 させる。 (15 0件)④ 環境保護や 「安

全  安 心J実 現に評価方法や規格 基 準が重要となる

分野において 国 際標準を獲得する。 (新たに 5分 野)

と、示 されている。

S3具 体的な取組み

さらに具体的な取縄兄の概要及び担当府省 については、

下記 (1)～ (4 )の 施策が記載されている。 (「知的

財産推進計画 201 0 J  P  8  9より引用)
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5 4そ の他

3つ の柱のうち、②ヨンテンツ強化を核 とした成長戦

略の中でも、世界 をリー ドするコンテンツのデジタル

化、ネッ ト17-ク を促進する、とい うブランの中で、
「重要な■ンテンツのプラッ トフォームの国際標準を

獲得するJ、「書籍の電子配信の促進にお ける民間の標

準規格の策定を支援J、「3D映 像や IPT v等 の重要

なプラットフォームに関し標準化
口~ド マップを含む戦略を官民一体となって策定 実

行し、実証実験や国際標準化を支援Jと いった施策に

も言及 している。

6  終 わりに

「知的財産推進計画 2010Jに おいては、国際標準化特

定戦略分野における国際標準の獲得を通 じた競争力強

化が 3つ の柱の 1つ として掲げられ、国際標準化獲得
と如財 の活用を行 うための戦略的な知財マネジメン ト
の重要性に対応した施策が大きな割合を占めた。
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